
1

令和2年7月7日
IDP : IELTS Australia

IELTS業務管理日本統括責任者
前田 剛

「大学入試のあり方に関する検討会議」 IDP資料

a-hamaya
テキスト ボックス
 資料2-3 前田氏提出資料


a-hamaya
テキスト ボックス
大学入試のあり方に関する検討会議（第11回）R2.7.7




2

参照：文部科学省ホームページ「https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/1402115.htm」より引用

前提として、IDPとしては文部科学省から発表されている「高大接続改革」の考え方の中にある
「学力の3要素」の育成・評価の点において、IELTSを通じて国に貢献できると考えている

１．共通項目関連事項

https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/koudai/detail/1402115.htm
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• IELTSは英語圏における留学、就労で必要な英語のスキルを計るテストであり、国内においても将来的にグローバル企業
で働くことを希望している人材に求める英語力の評価に適している。

• 多様化するグローバル時代で日本人が活躍するために必要なスキルは英語力の他にもコミュニーケーション力、思考力、
判断力、表現力、問題分析力、問題解決力など多岐にわたる。

• IDP主催のセミナーなどでのアンケートにおいて、4技能の中で日本人が一番苦手を答えたのは「スピーキング」、次いで「ラ
イティング」である。以下、この２つの技能に関してIELTSではどのように行われ、評価がされているのかを考察する

＜英語によるコミュニケーション能力及び思考力・判断力・表現力の育成・評価＞

２.個別項目関連事項
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スピーキングテストにおける内容と評価基準



5 参照：https://ieltsjp.com/get-ielts-results/ielts-bandscores/
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ライティングテストの内容及び評価基準



7 参照：https://ieltsjp.com/get-ielts-results/ielts-bandscores/
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思考力・判断力・表現力の育成・評価の重要性

日本語で

自分の考えや意見が言えなければ

英語でも言えない

＝大前提である
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• IELTSは30年に渡って世界中で試験を実施している。IELTSの受験者が増加の一途を辿っている理由は、その国際的な認知度の高
さにある。世界で350万以上の人々が受験し、IELTSを認定している機関は世界中に10,000以上あり、IELTSは教育や移住のための
英語能力判定試験としてグローバルに認知されている。

• 米国、オーストラリア、ニュージーランド、カナダ、イギリスの大学などの教育機関を始め、雇用主、移民局、専門機関などのIELTS認
定機関が増加しており、受験者の英語力を正確・有効・確実に示すものとしてIELTSを信頼し、評価していることの証である。

＜諸外国で参考になる事例はあるか＞

IELTSは原則すべての障害者への配慮を行っている （関連リンク：https://ieltsjp.com/test-guide/special-requirements/）

＜障害者への配慮についてどう考えるか＞

（補足：IELTSは世界をリードする英語教育、言語研究機関であるIDP:IELTS Australia, 

Cambridge Assessment English, British Councilの3団体が共同開発したテスト）
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最後に… ＜IDPとしてどう貢献していくか＞

• IDPとしては、国内大学及び海外留学などでIELTSを必要としている受験生を始め、情報を必要としている高校・大学
に対して引き続きサポート（※）をしていけるよう今後も努めていく

• 2020年7月現在：札幌、東京、大阪、福岡の4都市に５つの公式テストセンターを設立し受験機会の拡大を目指す

参照：https://ieltsjp.com/ （IDP 日本公式サイト）

https://ieltsjp.com/



